
 

 

 

 

 

 

 

 
新入生数 

（人） 

回答者数 

（人） 

回答率 

（％） 

法学部 68 68 100.0 

経営学部 131 131 100.0 

保健医療学部 

看護学科 

健康スポーツ科学科 

 

81 

126 

 

81 

124 

 

100.0 

98.4 

歯学部 128 128 100.0 

計 534 532 99.6 

 

 

 

 

 

 

2024年 8月 28日 

IR推進本部 

2024年度春季 

新入生アンケート 



























 

2024 年度春季新入生アンケート結果分析 

 

【 法学科 】 

 

 新入生の数については、昨年度同様、若干の増加傾向がみられるものの、相変わら

ず定員割れをしているのが現状であり、早急に対策が必要であろう。今年度の新入

生は、体育会学生の割合が減少し、一般学生の割合が増加しているものの、本来本学

法学部への進学が希望ではない者(不本意入学者)が結果的に本学法学部に進学して

いるケースがこれまで以上に増えており、当該学生に対し、満足のいく教育を与え

ることが重要であると思われる。 

 昨年度は、体育会学生の割合が非常に高かったことから、「入学を決めた理由」に

おいて、「卒業後の希望進路に合致している」との回答が4割であったが、今年度は

6割弱と従来の数値に戻ってきていることも、一般学生が増えたことが要因であると

推測される。しかし、逆に上記のように不本意入学者の割合もこれまでになく高い

ことからか、3割弱の者が「卒業後の進路」について、「あまり(明確に)考えていな

い」、「考えていない」との回答をしている点に注意が必要であろう。なお、「卒業

後の進路」を決めている者の5割弱が公務員を希望しているため、公務員試験受験時

までモチベーションを維持させ、かつ合格水準に至る教育を施す仕組みを検討する

ことが要求される。 

また、「大学生活で特に力を入れていきたいこと」として、昨年度は非常に回答の

少なかった「良い成績を取ること」との回答が6割以上と従来の数値に戻ってきてい

ることも一般学生の割合が増えたことが起因しているのであろう。 

その他、「本学法学部での学修について自信があるか」については、5割の者が「や

や不安である」、「とても不安である」と回答しており、また、「教員に特に期待す

ること」については、「わかりやすい授業をしてくれる」との回答が58名と非常に

多いことから、質を下げずに理解される講義を展開することが要求されよう。再三

になるが不本意入学者の割合が高いため、「わかりやすい」ことを理由として、質を

下げた講義を展開する、あるいは逆に学生が理解できない内容を講じるなどすれば、

退学者が増加することが危惧される。 

いずれにしても、法曹希望者が極端に減少していることに併せ、10年後の18歳人

口が100万人を割ることに伴い、全国的に各大学の法学部が各種対策を講じているこ

とから、本学も地方大学における法学部のあり方を真剣に考えないと生き残れない

時期を迎えているといえよう。 



【 経営学科 】 

 

 「３．朝日大学への入学を決めた理由は何ですか。（２つまで）」では、「卒業後の

希望進路に合致している」を選択した者が約５割であり、「クラブ（体育会）活動が

充実している」が約３割、「キャンパスの設備や雰囲気が良い」と「大学独自の奨学

金制度が充実している」が２割強、「高校や予備校で薦められた」が２割弱と続く。 

 「４．本学経営学部について調べてみましたか。」では、「よく調べた」あるいは

「少し調べた」を選択した者がほとんど（約９割５分）である。 

 「５．本学経営学部での学修について自信がありますか。」では、「大いに自信があ

る」あるいは「ある程度は自信がある」を選択した者が 6 割弱、「やや不安である」

あるいは「とても不安である」を選択した者が４割強であり、２極化している。 

 「６．卒業後の希望進路は考えていますか。」では、約 8 割弱が「具体的に考えて

いる」あるいは「大まかな方向性は考えている」を選択している。 

 「７．大学生活で特に力を入れていきたいものは何ですか。（２つまで）」では、約

４割が「よい成績を取ること」を選択し、３割が「人間関係を広げること」、「資格取

得」「クラブ（体育会）活動やサークル活動」を選択し、３割弱の「幅広く教養を身

につけること」が続く。「外国語の学修や海外研修への参加」を選択した者は１割弱

であり、非常に少ない。 

 「８．教員に特に期待することは何ですか。（２つまで）」では、「わかりやすい授

業をしてくれる」を８割弱が選択していることが注目に値する。続いて、「勉強に関

する質問に丁寧に答えてくれる」を４割強が選択し、「卒業後の就職についてアドバ

イスをしてくれる」を３割弱が選択している。 

 以上は 2023 年度春新入生とほぼ同様の傾向にあり、特に顕著な違いはない。 

 



【 看護学科 】 

 

 〈住居〉は、自宅通学生の割合が 87.7%であり、保護者に対しても、学生の日々の

学修状況を把握してもらえるよう支援を依頼していく。また 12.3％の学生は保護者

と別居であり、日常生活が学修状況や健康状態に影響がないか、面談を通して把握

していく。これは、昨年とほぼ同等の割合である。 

〈朝日大学への入学を決めた理由〉については、昨年度と同様に「大学病院などの

実習施設が充実している」ことが高い割合を示している。次に、「キャンパスの設備

や雰囲気が良い」「スクールバスがあって通学しやすい」「大学独自の奨学金制度や

大学病院の奨学金が充実している」「海外研修制度が充実している」という順に高い

割合を示している。上位 4 つの理由は、昨年度と同様の傾向にあるが、「海外研修制

度が充実している」の割合が昨年よりも高まっている。これらは本学看護学科の強

みとして、大学広報の PR ポイントとして活用可能であると考える。 

また、「親から薦められた」「高校や予備校で薦められた」と回答した学生が併せて

11 名いることからも、ステークホルダー、社会からの評価も重要な要素である。オ

ープンキャンパスや在学生からの話を通して大学の雰囲気を知り、家族も含め早期

から大学を知ってもらう機会を持つことは、新入生の大学選択のポイントとなるこ

とが予想される。 

〈看護学科の教育内容の認知度〉に関しては、「あまり知らなかった」「まったく知

らなかった」が 16 名（19.7％）であり、昨年度よりは低い割合であった。入試区分

では、指定校推薦、信長入試の学生が 7 名おり、今後の成績や学修継続動機にどう

影響するか縦断的に分析する必要がある。 

〈看護学科での学修についての自信〉では、「大いに自信がある」「ある程度は自信

がある」は 34.5％（2023 年度入学生：28%）であり、昨年度より上昇した。しかし

ながら「やや不安である」「とても不安である」は 65.5%であり、学修に対する不安

の強さが多くを占めていた。学生生活に関する自由記述からも、学修に関する不安

が強いことが窺えるため、メンタル面でのサポートがより必要である。 

〈保健師課程の選択〉を「強く希望する」「余裕があれば希望する」が 43.2％（2023

年度入学生：32%）であり、昨年度より増加した。〈卒業後の希望進路〉については、

「具体的に考えている」「大まかな方向は考えている」と回答した新入生は 79％

（2023 年度入学生：88%）であった。概ねの新入生が、将来を見据えて大学を選択

してきていると考えられるが、大学生活や専門科目の学修を通して、将来の選択に

幅をもたらすことのできる教育支援を継続していく必要がある。 

〈大学生活で特に力を入れたいこと〉については、「良い成績を取ること」「幅広い

教養を身につけること」「人間関係を広げること」の順に多く、学修への意欲の高さ



 

 

も垣間見えた。これらの傾向は昨年度と同等である。学生個々の不安な状況を理解

しつつ、学修のモチベーションを低下させず、かつ学修の到達目標を達成できるよ

うな教授方法を工夫する必要がある。 

〈教員に期待すること〉としては、昨年同様、「わかりやすい授業をしてくれる」

という割合が最も多く、次に「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれる」、「臨地実習

における丁寧で的確な指導」という結果であった。次いで「学生生活の相談に乗って

くれる」、「就職についてのアドバイス」は同等の割合で高かった。学修面以外でも教

員のサポートを期待している。 

以上のことから、本年度の新入生は、昨年度入学生の傾向と類似点も多いことが

読み取れた。しかし例年になく海外研修への意欲が高く、目的意識が明確な学生も

散見される。アドバイザー制度を十分機能させ、不安の解消に努めると共に、主体

的、積極的に学修していく心構えを涵養していけるような支援、ELS の活用や海外

研修の情報提供などを入学早期から継続的に行っていくことが求められる。 



【 健康スポーツ科学科 】 

 

アンケート項目別の所見を下記に記す。 

[１]．住居は、「自宅」が前年度より 4.3％高く（前年度 27.2％→本年度：31.5％）」、

「自宅外」が 4.3%低く（前年度 72.8％→本年度％68.5%）なった。自宅外が高割合

の理由は、県外から入学したスポーツ推薦学生の比率と関連している。 

[２]．朝日大学への入学を決めた理由は、「クラブ（体育会）活動が充実している

（48.2%）」が最多で、次に「卒業後の進路に合致している（28.1%）」、「高校や予備

校で薦められた（7.5％）」が多かった。この順位は、前年度と同様の傾向であった。

「その他」の回答は、「先輩が通っているから」、「部活動の監督からのお誘い」、「友

達から一緒に大学で、部活をしないかと誘われた」などが挙げられた。 

[３]．健康スポーツ科学科について調べてみたかは、「少し調べた(58.9%)」が高く、

次いで「よく調べた(33.9%)」が高かった。「少し調べた」は、前年度（57.0％）より

1.9%高く、「よく調べた」は、前年度（31.6%）より 2.3％高くなった。「あまり調べ

ていない」、「全く調べていない」は、前年度よりも割合が低くなったことから、各種

広報が上手く機能していると推察される。 

[４]．健康スポーツ科学科での学修についての自信は、肯定的回答（59.7%）の割合

が高く、否定的回答（40.3％）の割合が低かった。前年度とほぼ同様の傾向であった。

学科の HP や入試パンフレットに記載された学修内容が、分かりやすく且つ興味深

く伝えられていると考えられる。 

[５]．卒業後の希望進路の考えについては、「大まかな方向性は考えている(56.5％)」

が最も高く、次いで「具体的に考えている(24.2％)」、「あまり明確に考えていない

（19.4％）」が高い傾向であった。特に「具体的に考えている」は、前年度（16.7％）

よりも 7.5％高くなり、「まったく考えていない」が 0％（前年度 3.5％）と低くなっ

た。 

[６]．希望進路は、特にスポーツ業界の仕事（前年度 36.0%→本年 39.0%）、教員（前

年度 47.2％→本年：38.0%）の割合が高い。学科設立以降の教員内定状況をふり返っ

てみても、内定した学生が一桁台と非常に少ない。中学校・高等学校保健体育教員免

許の取得が進学の決め手となっている学生が多い為、教員内定の成果を出していく

ことが主要な課題の１つと言える。また公務員（前年：5.62％→本年 12.0%）の内定

割合は、倍に上がったことから、警察官や刑務官、市役所をはじめとした内定実績が

ポジティブに影響している可能性がある。 



   

 

[７]．大学生活で特に力を入れたいことは、「クラブ（体育会）活動やサークル活動

（38.5％）」が最も高い。次いで「人間関係を広げること（19.5％）」、「幅広く教養を

身につけること（16.4％）」、「よい成績を取ること（12.8％）」、「資格取得（10.2％）」

であった。 

[８]．教員に対する期待では、「わかりやすい授業をしてくれる（45.5%）」が最も高

割合で、次いで「卒業後の就職についてアドバイスをしてくれる（15.0%）」、「勉強

に関する質問に丁寧に答えてくれる（13.6%）」、「学生生活に関する相談に乗ってく

れる（10.5%）」が高い傾向であった。特に「わかりやすい授業をしてくれる」は、

調査実施以降、連続で 1 位となっている。「卒業後の就職についてアドバイスをして

くれる」については、昨年度よりも回答数が増加傾向であることから、ここ数年の入

学者よりも就職意識が高まってきている可能性が示唆される。 

[９]．学生生活について感じることや要望の自由記述（原文ママ）は、以下の通り①

授業や試験と関連した内容と②将来や就職と関連した内容に大別された。 

①の代表的な記述例：「しっかり単位とれるか心配です」、「教職を取るのは難しい」、

「授業とかレポートテストなのが不安です」、「授業についていけるか不安です」、「単

位をしっかり取れるかが不安です」、「勉強について行けるか不安です」など。 

②の代表的な記述例：「自分の将来がまだ決まっていないので、就職に不安を持って

いるので、そこを明確にしたい」、「これから学習をしていく中で、進路について幅広

く教えてもらいたい」、「公務員資格にあたって公務員講座はどのような手続きが必

要なのか知りたい」、「自分の将来の目標に向かって大学生活を充実させたい」、「卒

業後の進路が少し不安」など。 

 



【 歯学科 】 

 

2024 年度歯学部新入生 128 名のうち、自宅からの通学者は 49 名（38.3%）であり、

2023 年度歯学部新入生 143 名における自宅からの通学者 42 名（29.4%）に比べて

増加が続いている。本学歯学部に入学を決めた理由でも（他の私立大学歯学部に比

べて）「授業料が安いこと」が 38 名（29.7%）と最も多く、「親から勧められたこと」

を理由としている 26 名の中にも親が勧めた理由の１つに「授業料が安いこと」が含

まれている可能性があるため、自宅からの通学者の増加傾向と合わせて、歯科医師

になるための諸費用が他の私立大学歯学部に比べて安いことが本学歯学部を選んだ

動機となっていることが窺える。したがって、2024 年度歯学部新入生から初年度の

1 年次授業料が 50％減額された効果が早くも現れているといえる。入学初年度の 1

年次授業料の 50％減額は 2025 年度歯学部新入生にも適用されることが決まってい

るため、愛知県、岐阜県、三重県からの通学圏内の入学志望者は来年度も増えること

が期待される。 

歯学部新入生 128 名のほとんどは高校で理系科目を履修しているが、「本学での学

修について自信がありますか」との質問には、「大いに自信がある」5 名（3.9%）、

「ある程度は自信がある」48 名（37.5%）の回答に対して、「やや不安である」58 名

（45.3%）、「とても不安である」17 名（13.3%）であるため、歯学部での学修に不安

を持つ新入生が多いことは例年どおりである。そのため、「大学生活で特に力を入れ

ていきたいこと」として、「良い成績を取ること」との回答が 95 名（74.2％）と圧倒

的に多く、次いで「幅広く教養を身につけること」との回答が 51 名（39.8％）であ

り、入学時点での本学での学修意欲はとても高いため、最低修業年限で歯科医師に

なれるように教員も強力に支援していかなければならない。新入生も「大学・教員に

特に期待すること」として、「わかりやすく興味の持てる授業」との回答が 102 名

（79.7％）、次いで「勉強に関する質問への丁寧な対応」との回答が 77 名（60.2％）

あり、新入生も本学の教員に期待していることが窺える。自由記載でも勉強やテス

トへの不安に関する回答が多い。 

歯学の内容はすべて一度聴いただけでずーっと記憶に残るような簡単な事柄では

ないため、毎日授業を聴くだけではなく、授業後に自分で学修してその日の学修内

容をその日のうちに覚えていく自主学修（事前事後学修）を入学後早期に身につけ

なければならない。自主学修（事前事後学修）を身につけていない学生ほど「何がわ

からないのか」さえわからなくなって、「何を質問すればいいのか」もわからなくな

っている。新入生が身につける学修習慣の個人差は 1 年後には大きな学力格差とな

って現れるため、学修意欲の高い入学当初に自主学修の習慣を早期に身につけさせ

ることがより重要であろう。 


